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日
頃
か
ら
当
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
農
家
の
皆
様
は
も
と
よ
り
関

係
機
関
の
皆
様
方
に
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
束
せ
ず
、
日
本
を

は
じ
め
、
世
界
中
で
猛
威
を
奮
い
、
農
業
に
と
っ
て
も
、
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
収
束
に
よ
り
、
農
業
を

は
じ
め
、
日
常
の
生
活
が
戻
る
事
を
願
い
、
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
っ
て
、

邁
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

最
後
に
、
皆
様
の
御
指
導
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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遊休農地の利用促進をお願いします。 

 

農地の権利取得における下限面積について変更します。 
 
 

 

農地を耕作目的で売買、贈与、賃借権（権利の設定・移転）する場合、農地法第３

条の規定による許可が必要であり、この許可の要件の一つとして下限面積要件があり

ます。（農地の権利取得する者が、５,０００㎡以上耕作していなければならない。）そ

の下限面積について、下記により、変更をいたします。 

 

記 

 

１ 設定区域   佐倉市内全域 

 

２ 別段の面積 

 〇 農業振興地域（農用地区域外）及び市街化区域の「畑」  ４,０００㎡ 

   

 〇 上記以外                       ５,０００㎡ 

 

３ 適用時期 令和４年４月１日から 

 

 

 

 

 

農業委員会委員及び農地利用最適化推進委員が、担当区域の、農地の調査を実施し、

遊休農地等の現状を把握しました。（市内では、農地、約３千ヘクタールの内、約１２５

ヘクタールの遊休農地が確認されています。）令和３年度調査 

 

数十年耕作がされていない田 

 

２ 

農地法において、農地所有者は、農地を適正

かつ効率的に利用する責務があることが規定さ

れています。 

様々な事情で耕作を続けるのが難しく、農地

の維持管理が困難で貸付・譲渡を希望される場

合は、地元の農業委員または、市農政課、農業

委員会事務局までご相談ください。 

遊休農地は、雑草雑木の繁茂や害虫が発生し、

周辺で耕作をしている農業者に迷惑を及ぼすこ

ととなりますので、農地所有者においては、責

任を持って管理し、他人に迷惑を及ぼさないよ

うにしてください。 
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農業者年金が、さらに便利になります！ 

～より加入しやすく・生活設計に応じた年金受給～ 

●ポイント１ 令和４年１月から 

 若い農業者が加入しやすいよう保険料が引き下げられます。 

（３５歳未満の方は、月額１万円から加入できます。） 

※３５歳未満で一定の要件を満たす方は、保険料の納付下限額が２万円から１万円に

引き下げられます。 

 

●ポイント２ 令和４年４月から 

 農業者年金の受給開始時期の選択肢が広がります。 

（年金の受給開始時期を、ご自身で選択できます。） 

 農業者老齢年金：６５歳以上７５歳 

 特例付加年金 ：６５歳以上（年齢上限なし） 

※昭和３２年４月２日以降に生まれた方が対象 

 

●ポイント３ 令和４年５月から 

 農業者年金の加入可能年齢が引き上げられます。 

（６０歳以上６５歳未満の方も加入できます。） 

※２０歳以上６０歳未満の加入可能年齢条件が、６５歳に引き上げ 

●積立方式で年金額は加入者・受給者数に左右されない、少子高齢化時代に強い年金

です。 

●認定農業者等一定の要件を備えた意欲ある担い手に対して、国が保険料を一定の割

合で負担する制度もあります。 

●年金は終身受給できます。加入者が８０歳前に亡くなった場合は、８０歳までに受

け取る予定であった年金を遺族が受け取ることができます。 

加入のお問い合わせは、農業委員会又は下記まで。 

 独立行政法人農業者年金基金 電話:03-3502-3199 

ホームページ：http://www.nounen.go.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

全国農業新聞を購読しよう 

全国農業新聞は、農業経営に役立つ農業総合専門誌として、高い評価を受けて

います。毎週金曜日発行で、購読料は月７００円（税込）です。 

購 読 の お 問 い 合 わ せ は 、 農 業 委 員 会 又 は 下 記 ま で 。 

 東京都千代田区二番町 9-8中央労働基準協会ビル  

全国農業新聞 新聞業務部 電話：03-6910-1130 
    

 


